



























い て も「 ツ ー リ ズ ム と 発 展 の た め の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ（WorkingGrouponTourismand
Development）」が設けられ，そのなかの小委員会「ラウンドテーブル：ツーリズムにおける人権




















































































































るものであることである。故に第 4 に，『2011 年指導原則』は「棚から取り出して簡単に使え
る道具セット（tool-kit）を提供するようなものでは全くないことである」（U1,p.5）。









































principles：原則の番号は 11 から始まり，第 11 ガイド原則（guidingprinciple）〜第 15 ガイド原則から成る）」と，「運









の部」の冒頭の項目，すなわち第 11 項と同文のものであり，続く第 12 ガイド原則は『2011
年指導原則』の第 12 項と同文のものである。
31現代の事業経営における人権問題




















それ故第 4 に（第 14 ガイド原則），企業の人権尊重責任は，企業の所属する分野や規模などの別
を問わず，すべての企業に適用されるものである。ただし企業が対処する際の手段は，状況の
厳しさ（severity）のいかんによって規模や複雑性が異なることがありうるとされている。















リズムにおける人権』では，親規定である『2011 年指導原則』の中心的規定である第 11 項〜
第 24 項および第 29 項〜第 31 項の規定が，次の 5 つの過程（端的には実践用具（instruments））に分
けられているところに，まず，大きな特徴がある。
それは「戦略（strategy）」，「調査（survey）」，「統合（integration）」，「救済（remedy）」，「報告（reporting）」












































































































































































































の 2014 年の論考（文献 J）によると，国連人権高等弁務官事務所では，これを拘束力あるもの（binding
document）と扱おうとする傾向にあるといわれていることが注目される。
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Characteristics of the UN Framework for Human Rights Inclusive of Tourism
Shoichi Ohashi, Hiroshi Takebayashi
Abstract
This paper surveys the characteristics of the UN human rights framework represented by 
the UN “Guiding Principles on Business and Human Rights 2011,” inclusive of “Human 
Rights in Tourism: An Implementation Guideline for Tour Operators 2013,” and argues 
that such an excessive emphasis on freedom as in the Ministerial Foreword in “Good 
Business: Implementing the UN Guiding Principles on Business and Human Rights 2013,” 
presented to the UK Parliament by the Secretary of State for Foreign and Commonwealth 
Affairs, is not proper for protection of human rights.
